
※ 「ベンチマーキング」とは、同じプロセスに関する優良・最高の事例（ベストプラクティス）を分析し、業務

効率向上へとつなげる経営手法。

組織に見合った職員構成及び給与にする、企業努力により大幅に受注を増やす（町事
業の委託を含む）、などの取り組みをシルバー人材センターに指示し、町補助金は大
幅に減額。

◇

○シルバー人材センター支援事業 《高齢介護課》

高齢化が進む現在において、町の高齢者の就労促進を目的として、高年齢者等の雇
用の安定等に関する法律に基づき設置されている寒川町シルバー人材センターに対
し支援を行うことは妥当であると考える。しかしながら、その支援としての補助金につい
ては、次の点から額の妥当性に問題があると言える。

シルバー人材センターの職員（常勤）４名の人件費補助として、約２，１００万円の
補助金を町から支出しているが、この４名という体制は、県内他市町のシルバー人
材センターと比較した場合、職員数が多く、町からの補助金も多い。（例えば三浦
市のシルバー人材センターの場合、常勤職員２名で、国庫補助金は８７０万円と寒
川町より多いが、市補助金は１，１００万円と、寒川町の約半分である。）

＊

シルバー人材センター職員の給与は町職員の給与と同等であり、一般の民間企
業と比べた場合、かなり高額であると言える。赤字経営であるにもかかわらず、設
立当初からの経緯だとして明確な理由もなく、公務員試験を経ていない職員の給
与を町職員と同水準にしている。

＊

◇

予　 　算 　　額予　 　算 　　額予　 　算 　　額予　 　算 　　額 　　減　額　減　額　減　額　減　額　（委員別内訳　減額：４、現行：１）

事
業
の
現
状
・
課
題

評
　
価
　
結
　
果

本事業は、平成２１年度外部評価の対象事業となっており、その際に町の方針を
「シルバー人材センターの自立を進めるため、民間からの受注拡大を図り、運営に
必要な経費や職員人件費を賄えるよう見直しを進める。」としているにもかかわら
ず、現在まで大きな改善が行われることなく、ほぼ同額の補助金が支出されてい
る。

＊

◇ シルバー人材センターの自立に向け、自主財源確保のため、民間からの受注増と職
域拡大を強力に推し進められたい。

赤字経営であっても町職員と同等の給与が保証されている現状では、経営や営業に
関して職員に改善を促す動機付けに乏しい。

◇

県内他市町のシルバー人材センターと寒川町を比較すると、寒川町は総事業規模に
対し職員数が多く、町の補助金額も相当大きい。職員数が少ないにもかかわらず受注
金額が高く、市町補助金額が少ないなど優れた他市町シルバー人材センターの取り組
みの検討（ベンチマーキング※）を行うなど、抜本的見直しが必要である。

◇

◇

配分金額に対する事務費の割合を、現状の８％から、職種により割合の幅を持たせる
などの工夫を検討し、運用されたい。

事 業 の 方 向 性事 業 の 方 向 性事 業 の 方 向 性事 業 の 方 向 性 　　要改善要改善要改善要改善　（委員別内訳　要改善：３、抜本的見直し：２）
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(委員長) 職員 4 人の年齢と年収を出していただいたが、かなり高めの気がする。町職員と

比べるとどうなのか。 

(主管課長) 同じです。 

(委員長) この方達は、町からの出向ではない。何故町と同じにする必要があるのか。同じ

になった経緯があると思うのだが。 

(主管課長)  その当時、設立するときに町と同じ金額にした。 

(委員長) それだと答えになっていない。民間で儲かっているならたくさんお金を払うこと

はいいと思うが、シルバー人材センターはお金がなく困っていて、町から人件費補助を受

けているのになぜ町と同じなのか。 

(主管課長) ・・・・・ 

(委員長) 答えられないということか。それと 4 人体制になったのはいつからか。4 人でな

いとまわらないのか。 

(主管課長) 今はわからない。 

〔後日提出〕149 ページのとおり 

(委員長) 資料４で、国の補助金は基本的に会員数等により定額補助と書いてあるが、710

万円の会員数の幅を教えてもらいたい。 

(主幹) 国の補助金というのは、町の方から経由するのではなく、シルバー人材センターが、

県のシルバー人材センター連合会からまた全国連合に申請し、国から全国シルバー人材セ

ンター連合会に補助金が入るで、国の補助金について詳細は把握していない。 

(委員長) 710 万円というのは、ここ数年同額か。 

(主幹) 平成 22 年度に国の事業仕分けで少し下がった。 

(委員長) 資料４で、会員数等の定額補助ですから、補助金が同じであれば、他市町のシル

バー会員数は同じくらいだと思う。寒川町は多すぎではないか。21,783 千円町から補助金

を出しているが、例えば、綾瀬市は国から同じく 710 万円補助を受けているのに、市から

の補助は 950 万円となっている。また、愛川町は 700 万円国庫に対して、町からの補助が

700 万円。何故寒川町は愛川町の 3 倍も出しているのか。もっと会員数の多い小田原市シ

ルバー人材センターでも 1，000 万円しか市から補助していないのに、なぜ寒川町は 2,100

万円なのか。逆に言うと、ベストプラクティスという考え方があり、会員数はほとんど同

じなのに、市町村からの補助金が少なくて済んでいるところは、どういう運営をしている

のかを視察とか、分析をされたことはあるのか。 

(主管課長) それについては、シルバー人材センターで行っている。その地元にあった事業

があるので、寒川町でいうと半分が公共事業、その他、庭掃除・枝きりであったり、民間

企業から受けたりしているのだが、その場所によって、民間事業所から出る事業が多かっ

たり、役所からの事業が多かったりしている。 

(委員長) 分析は細かくしているのか。 

(主管課長) している。 

(委員長) 例えば、愛川町のシルバー人材センターは国からの補助が 700 万円で町からの補

助が 700 万円だが、それは単純に受注事業が多いからか。それとも人件費が少ないからか。 

(主管課長) それはある。 

(委員長) その辺をきちんと分析するべきだと思う。単純に受注数が多いと言われても、愛

川町がそんなに民間受注が多いのかと疑問に思う。受注数の違いによるのであれば、企業

努力はしないのかという話にもなってしまう。どうして寒川町が 2,100 万円出しているの

か理由を知りたい。 

(副委員長) 正規の職員を 4 名も雇っていれば、人件費がかかるのは当たり前。他の市町村



は非常勤で運用して全体の運営をまかなっている。課長であるならば、正規の職員をかか

えているため、人件費があがりそれだけの補助金がかかっていると説明をしていただきた

い。 

(委員) 小田原は、特殊の地域なのか。約 10％しか市から仕事を出していない。後は全部、

自助努力となっている。 

(主管課長) 寒川町が特殊で、小田原市のように民間企業が 2 億何千万も出す契約をしてい

ただければ、町の補助金も少なくて済むと思われる。 

(委員) 企業努力をしないのであれば、正規職員でなくてもいいのではないか。 

(委員)  公共事業が約半分ですが、この公共事業は入札しているのか。それとも随意契約な

のか。 

(主管課長) 入札をしても、民間企業では相手にならない。賃金の 8％しか事務経費を入れ

ていないので、民間企業では無理だと思われる。 

(委員) シルバー人材センターで支払っている委託費は、何を委託しているのか。 

(主管課長) 詳細を把握していないので、後日提出します。 

〔後日提出〕149 ページのとおり 

(委員長) 高齢介護課は、シルバー人材センターの所管課でシルバー人材センターを指導監

督する立場だと思うが、資料 4 のような神奈川県内のデータが出てきたときにもっと精査

したりしないのか。 

(主管課長) ・・・・・ 

(副委員長) ふれあいセンターの使用料が無料になっているが、これを裏返せば、町の補助

金と同じ。こういうことから手厚くシルバー人材センターに町としてバックアップしてい

るという所がみえてくる。ふれあいセンターそのものをシルバー人材センターにお願いし

ているのか。 

(主管課長)  事務所は指定管理を受けてもらっていて、その他の部分については無償でお願

いしている。 

(委員) 冒頭のお話で、非常に経常費が厳しいから来年度は補助金の額の増額も検討してい

るとのことだが、絶対に増額しないでいただきたい。他市が少ない人数で企業努力をして

やっていて、補助金が少なくて済んでいて、なおかつ規模も大きいのに、どうして寒川は

そうじゃないのに常勤職員数は多くて正規なのか。またなんで町の職員と同じ給料なのか。 

(主管課長) ・・・・・ 

(委員長) 常勤の理事は何人いるのか。 

(主管課長) 1 人である。 

(委員長) その方は、22 万円の範囲内という話だが、いくらぐらい貰っているのか。 

(主管課長) 月額 21 万円ぐらいとなっている。 

(委員) 町には監査権限があるのか。 

(主管課長) ある。 

(委員) 監査人は課長が行っているのか。 

(主管課長) 町の監査を受けている。 

(委員長) そのとき意見等はないのか。 

(主管課長) 事務監査なので意見等はない。 

(委員長) 現在、事務費は 8％だが、これを 9％にしたらどうか。あるいは、会員に謝って

12％にすれば良いのではないか。自分たちで身を削れないのであればそうするしかないと

思う。 

(主管課長) 受取事務費を 12％にすると、今度は民間からの事業が少なくなってしまう。 

(委員) 民間と植木屋さんの競争になるということか。 

(主管課長) その棲み分けが難しくて、あまり多く庭木をいじってしまうと、今度植木屋か

ら圧力がかかってくる。 



(副委員長) 公益社団法人ですよね。目的は公益性を持った法人ですから儲けなくていい。

儲けなくていいってことは、収支が同じでいい。収支が同じと言うことは町から税金を注

ぎ込んでいるから同じで出来る。そういう状況の中で、主管課の担当課長が赴いて、自立

を考えるよう促すことが必要だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    



概要説明書概要説明書概要説明書概要説明書

○事務事業・事務経費の概要○事務事業・事務経費の概要○事務事業・事務経費の概要○事務事業・事務経費の概要

○平成24年度実施内容○平成24年度実施内容○平成24年度実施内容○平成24年度実施内容 (単位：千円)

○委託業務の有無 ： □ 有 ■ 無

（ 委託業務名と委託先 ）

○補助金の有無 ： ■ 有 □ 無

（ 補助金名と補助先 ）

(a)

×

0.07

人

平成７年度事業開始年度高齢介護課　高齢福祉担当

町シルバー人材センターの機能充実・支援

を進めるために補助金を支給する。

・補助金申請書の審査・支給事務

・実績報告書の受理・審査

・その他連絡調整等

効　果 受注件数（件）

平成24年度人件費相当額

(b)

町シルバー人材センター補助金　　寒川町シルバー人材センター

寒川町シルバー人材セン

ター補助金支給事務

・補助金申請書の受理

平成24年度の指標

県シルバー人材センター

協議会負担金支払事務

全国シルバー人材セン

ター事業協会負担金支払

い事務

県シルバー人材センター連合会特別会員

　会費の支払

全国シルバー人材センター事業協会賛助

会員

目　的

概　要

平成24年度の指標

355

平成24年度の実績

366

目　標

町内に居住している、概ね６０歳以上の健康で働く意欲のある人たちのために、寒川町シルバー

人材センターの機能を充実させ、高齢者の就労を促進させる。

寒川町シルバー人材センターの機能充実・支援を推進し、高齢者の社会参加の場の確保と生き

がいや社会貢献の推進を図る。

シルバー人材センター登録会員数（人）

　会費の支払(平成24年度末　会脱退)

1167

平成24年度の実績

1336

補助金の内容

　・人件費に充当

シルバー人材センターの財源は、自主

財源として契約金額から原材料費を差

し引いた後の８％が事務費として、収益

の主なものとなっています。事務費の

8％（平成24年度実績8,383千円）では、

職員4人分の人件費を賄えないため、

国や町からの補助金等で運営されてい

ます。

20,75421,438

30 0

460

本事業・経費に係る費用の計

(a)+(b)

21,898

平均給与額

＠6,566千円

事業費・経費　計

事務事業・事務経費名

主管課等名

シルバー人材センター支援事業

6060

21,348 20,694

実施方法

事務 詳細内容

平成24年度

決算見込額

体系コード ３２２２－０１

平成25年度

予算額

主な事務の

内容とその額



概要説明書概要説明書概要説明書概要説明書

○平成24年度の実施状況に対する内部評価○平成24年度の実施状況に対する内部評価○平成24年度の実施状況に対する内部評価○平成24年度の実施状況に対する内部評価

・必要な事務事業か ■ 妥当である

・事務事業のニーズは □

・事務事業の公共性は □ あまり妥当ではない

・社会環境変化 □ 妥当ではない

■

□ 町が行った方がよい

□

□ 町が行うべきではない

・成果指標の達成度 ■ 成果が上がっている

・活動内容は適切か □

□ 成果が上がっていない

・効率的に行われているか ■ 適切である

・コストの削減

□ 適切ではあるが

・実施手法

　　改善の余地がある

・受益者負担 □ 効率的でない

○その他○その他○その他○その他

比較参考値

（他自治体の状

況・ベンチマーク

等）

平成25年度に向

けた課題

町　補助金の見直し

シルバー　将来の自立に向け、自主財源確保のための取組が必要。（民間への受注増・職域拡大）

・町が実施すべき事務事業か

町が行うべき必然性は低い

町が行わなければならない

理由評価評価のポイント

高齢者はますます増加し、就業・社会参加

の意欲を持った高齢者も増加することが考

えられるため、シルバー人材センターは今

後重要な事業となるため、その運営に関す

る支援は必要である。

高齢化社会の対策として、高齢者の就業促

進していくための重要な事業であるため、シ

ルバーの自立に向けた援助は必要である。

成果は十分とは言えない

効

率

性

有

効

性

・町民との協働は進めているのか

・町が実施しない場合の影響は

町が主体と

なって実施

する必要が

あるのか

妥

当

性

対象者の満

足度や事業

の達成度は

どうか

事務事業を

実施する必

要があるの

か

評価の視点

どちらかと言えば妥当である

特記事項

（事業の沿革等）

昭和62年4月1日　寒川町生きがい事業団を寒川町福祉事業センター(現在の福祉活動センター）に

                          設立(会員79名）

平成7年4月1日　 社団法人寒川町シルバー人材センターに移行(会員183名)

平成15年4月1日　寒川町ふれあいセンターに移転(会員258名)

平成24年4月1日　公益社団法人寒川町シルバー人材センターに移行

必要性

（事業規模の縮

小や休廃止した

際の影響等）

シルバー人材センター支援事業は、「高齢者の雇用の安定等に関する法律」に基づき、高齢者に就業機会

の確保することを目的として実施している事業である。また、高齢者の健康増進や就業・社会参加等の意

欲を持った高齢者に対する重要な事業であるが、事業運営にかかる主な収入は契約金額（原材料費を差し

引いた額）の８％が事務費としての収益及び国と町の補助金等となっている。町の補助金が無くなると国か

らの補助も受けられなくなるため、今後も事業を継続するためには町の補助は必要である。

町における

類似事業

高齢者の就業機会の確保・提供　　　　類似事業無し

高齢者の社会参加・生きがいづくり　　 老人クラブ育成事業・敬老会事業

県内32市町実施事業　　内シルバー人材センター　23市町　　生きがい事業団　9市町村

事業費・経

費に無駄は

ないか

会員数の目標に達することはできなかった

が、受注件数は、大幅に上回った。

自主財源を増やすための営業努力や、コス

トの節減等適切に行われている。

平成25年度(現

時点)の状況と今

後の方針

町　平成２３年度予算比の９７％の補助

シルバー　将来の自立に向け、自主財源確保のため、民間への受注増・職域拡大に向け、町内全戸への

　　　　　　　ポスティングや企業訪問等を実施

                                   内市町村からの補助金あり　31市町村　　補助金無し　　１町

他市町の状況　　別紙のとおり　　※抜粋（小田原市・三浦市・綾瀬市・寒川町・愛川町）を掲載

※抜粋（小田原市・三浦市・綾瀬市・寒川町・愛川町）を掲載※抜粋（小田原市・三浦市・綾瀬市・寒川町・愛川町）を掲載

※抜粋（小田原市・三浦市・綾瀬市・寒川町・愛川町）を掲載



神奈川県内
シルバー人材センター・生きがい事業団

　　平　成　２４　年　度

平成２３年度実績

便　　覧

公益社団法人神奈川県シルバー人材センター連合会



公益財団法人横浜市シルバー人材センター   １

公益財団法人川崎市シルバー人材センター ２

公益社団法人横須賀市シルバー人材センター ３

公益財団法人平塚市生きがい事業団 ４
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公益社団法人小田原市シルバー人材センター ７
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公益社団法人相模原市シルバー人材センター ９

公益社団法人三浦市シルバー人材センター １０

公益社団法人秦野市シルバー人材センター １１

公益社団法人厚木市シルバー人材センター １２

公益社団法人大和市シルバー人材センター １３
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公益社団法人座間市シルバー人材センター １６
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 ３３公益社団法人神奈川県シルバー人材センター連合会



円
円

○ 有 19 年作成） 無

人

人

人
生きがい事業団（昭和55年12月 1日）
　　　法　人　　 　（平成 2年10月 1日） 班

種
班

15 名 2 名 計 17 名

○ 有 無 班

23 安全管理委員会
5 名 広報委員会

就業開拓委員会

2 名

23 年度） （円）

①
②

名称
公益社団法人
小田原市シルバー人材センター

会費
個人 年間

小田原市酒匂２－３２－１５ 全　　　体 60歳以上
小田原市生きがいふれあいセンターいそしぎ内

3,000
賛助 年間 10,000

中長期計画 （平成

96,345 人 28,162 人

所　在　地
〒256-0816

会
員
の
状
況
等

項目 会員の状況
市町村人口状況

電話番号 0465-49-2333 70.8%
FAX番号 0465-49-2336

女性
292

男性
707

100,944 人 34,720 人
メールアドレス odawara@sjc.ne.jp 29.2%

市町村関係主管課

ホームページ http://www.sjc.ne.jp/odawara/
合計

999
197,289 人

理 事 長 安川　具子

62,882 人
設立年月日

100%

職群班

なし
 派遣事業所届出受理日 平成23年7月5日

地域班 12

小田原市　福祉健康部　高齢福祉課

役
員
構
成

理事 監事

氏
名

非常勤

（
平
成

副理事長 田中　章

常務理事 伊澤　秀一

事務所

合　　　　　計 8名(事務局長含む）

収　入　の　状　況 （平成

職
員
構
成

事務局長氏名 伊澤　秀一　（常務理事兼務）

受託事業収入 369,443,874
独自事業収入 2,203,472 粗入会率 （会員数÷60歳以上人口）

会員
参加
各種

委員会
会議

常    勤
事務所 年

度

）

1.59%
0 高齢化率 31.87%③

④ 23 年度）
⑤
⑥ 　保険料 円 人
⑦
⑧ 円
⑨ 有 ○ 無
⑩
⑪ 円
⑫ 23 年度）
⑬

○
23 年度）

労働者派遣事業等受託収入 0 高齢化率 （60歳以上人口÷母体市区町村人口） 31.87%
指定管理受託収入 0 シルバー保険加入状況 （平成
会費収入 2,760,000 　団体傷害保険　契約保険会社 日本興亜損害保険
基本財産運用収入 0 2,166,000 契約会員数 600
受取利息 3,942 　賠償責任保険　契約保険会社 日本興亜損害保険

補助金収入
国　庫 8,700,000 　保険料 749,460
市町村 10,005,000 互助会組織

借入金 15,000,000
（名称：　　　　　　　　）

加　　入 強制 任意
雑収入（その他） 80,247 会　　費 年間

企画提案事業の実施状況 （平成

有
事業
名称

合　　 　　計 408,196,535

事務費の割合
契約金額

に対し7％ ○ 無
配分金額

活　動　状　況 （平成
項　　　目 公　　　共 民間企業 家庭・個人 独自事業 計
受注件数 76 627 2,422 1 3,126
契約金額 34,449,779 256,997,143 77,996,952 2,203,472 371,647,346

配分金総額 30,111,514 237,347,643 62,437,210 1,508,900 331,405,267
就業延人員 8,819 61,064 14,097 309 84,289

具体的職種

施設管理 清掃 植木剪定 ｼﾙﾊﾞｰﾊﾟｿｺﾝ教室
清掃 カート整理 除草

家事援助
大工
塗装
表具
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円
円

有 年作成） ○ 無

人

人

人
生きがい事業団（昭和59年10月 1日）
　　　法　人　　 　（昭和63年 4月 1日） 施設管理班 17 班

5 種 屋内清掃班 17 班
51 班 車両運行班 1 班

調査班 1 班
11 名 2 名 計 13 名 屋外作業班他 15 班

有 ○ 無 班

23 安全管理委員会
1 名 企画広報部会

業務部会

2 名

23 年度） （円）

①
②

名称
公益社団法人
三浦市シルバー人材センター

会費
個人 年間

三浦市東岡町1-２３ 全　　　体 60歳以上

2,000
賛助 年間 2,000

中長期計画 （平成

22,905 人 8,586 人

所　在　地
〒238-0242

会
員
の
状
況
等

項目 会員の状況
市町村人口状況

電話番号 046-882-3473 74.8%
FAX番号 046-882-3479

女性
51

男性
151

24,662 人 10,413 人
メールアドレス miura@sjc.ne.jp 25.2%
ホームページ http://www.k-sjc.com/miura/

合計
202

47,567 人 18,999 人
設立年月日

100%

職群班

 派遣事業所届出受理日 -

市町村関係主管課 三浦市　保健福祉部　高齢介護課

役
員
構
成

理事 監事

氏
名

理 事 長 上野　正紀
（
平
成

副理事長 田中　正義

常務理事 地域班

職
員
構
成

事務局長氏名 小暮　とよ子

会員
参加
各種

委員会
会議

常    勤
全般 年

度

）

非常勤
業務

合　　　　　計 4名(事務局長含む）

収　入　の　状　況 （平成
受託事業収入 107,058,246
独自事業収入（受託事業収入に含む） 10,690 粗入会率 （会員数÷60歳以上人口） 1.06%

0 高齢化率 39.94%③
④ 23 年度）
⑤ 　団体傷害保険　契約保険会社
⑥ 　保険料 円 人
⑦ 　賠償責任保険　契約保険会社
⑧ 　保険料 円
⑨ 有 ○ 無
⑩
⑪ 円
⑫ 23 年度）
⑬

○
23 年度）

労働者派遣事業等受託収入 0 高齢化率 （60歳以上人口÷母体市区町村人口） 39.94%
指定管理受託収入 0 シルバー保険加入状況 （平成
会費収入 432,000 エース損害保険
基本財産運用収入 443,380 契約会員数 219
受取利息 3,327 エース損害保険

補助金収入
国　庫 8,700,000 186,170
市町村 11,545,000 互助会組織

借入金 0
（名称：　　　　　　　　）

加　　入 強制 任意
雑収入（その他） 0 会　　費 年間

企画提案事業の実施状況 （平成

○ 有
事業
名称

「住み心地の良い公園」環境整備事業
合　　 　　計 127,749,263

事務費の割合
契約金額

に対し8％ 無
配分金額

活　動　状　況 （平成
項　　　目 公　　　共 民間企業 家庭・個人 独自事業 計
受注件数 61 341 391 13 806
契約金額 63,902,109 33,582,975 9,573,162 10,690 107,068,936

配分金総額 50,263,560 30,279,870 6,654,040 9,760 87,207,230
就業延人員 9,460 7,291 1,493 24 18,268

具体的職種

施設管理 施設管理 除草 刃物研ぎ
施設内清掃 屋外清掃 剪定
公衆便所清掃 施設内清掃 大工
公園除草・清掃 駐車・駐輪場管理 塗装
マイクロバス運行 船荷積込作業
水質検査 事務補助 筆耕
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円
円

○ 有 20 年作成） 無

人

人

人

植木班 4 班
5 種 除草班 4 班
26 班 家事援助班 1 班

襖班 1 班
13 名 2 名 計 15 名 ポスティング班 16 班

有 ○ 無 班

23 安全委員会
1 名 広報委員会
2 名 独自事業等開発運営委員会
1 名 理事・監事選考委員会
1 名 表彰選考委員会
1 名

23 年度） （円）

①
②

名称
公益社団法人
綾瀬市シルバー人材センター

会費
個人 年間

神奈川県綾瀬市落合北7-1-20 全　　　体 60歳以上

2,000
賛助 年間 5,000

中長期計画 （平成

42,474 人 11,946 人

所　在　地
〒252-1116

会
員
の
状
況
等

項目 会員の状況
市町村人口状況

電話番号 0467-70-3088 71.4%
FAX番号 0467-70-3201

女性
177

男性
442

40,892 人 13,257 人
メールアドレス ayase@sjc.ne.jp 28.6%
ホームページ www.sjc.ne.jp/ayase/

合計
619

83,366 人 25,203 人
設立年月日 平成7年6月2日

100%

職群班

 派遣事業所届出受理日 -

市町村関係主管課 綾瀬市　福祉部　高齢介護課

役
員
構
成

理事 監事

氏
名

理 事 長 望月　宏治
（
平
成

副理事長 行冨　増夫

常務理事 加藤　行数 地域班

職
員
構
成

事務局長氏名 加藤　行数（常務理事兼務）(週3日勤務)

会員
参加
各種

委員会
会議

常    勤
事務局次長 年

度

）

業務係
嘱託職員

非常勤
業務係
庶務係

合　　　　　計 7名(事務局長含む）

収　入　の　状　況 （平成
受託事業収入 225,379,930
独自事業収入 0 粗入会率 （会員数÷60歳以上人口） 2.46%

0 高齢化率 30.23%③
④ 23 年度）
⑤ 　団体傷害保険・賠償責任保険
⑥ 　契約保険会社
⑦ 人
⑧ 円
⑨ 有 ○ 無
⑩
⑪ 円
⑫ 23 年度）
⑬

○
23 年度）

労働者派遣事業等受託収入 0 高齢化率 （60歳以上人口÷母体市区町村人口） 30.23%
指定管理受託収入 0 シルバー保険加入状況 （平成
会費収入 1,251,000

日新火災海上保険
基本財産運用収入 0
受取利息 8,265 契約会員数 620

補助金収入
国　庫 7,100,000 保　険　料 1,954,880
市町村 9,500,000 互助会組織

借入金 0
（名称：　　　　　　　　）

加　　入 強制 任意
雑収入（その他） 129,594 会　　費 年間

企画提案事業の実施状況 （平成

有
事業
名称

合　　 　　計 243,368,789

事務費の割合
契約金額

に対し9％ ○ 無
配分金額

活　動　状　況 （平成
項　　　目 公　　　共 民間企業 家庭・個人 独自事業 計
受注件数 153 310 1,994 0 2,457
契約金額 45,568,309 142,997,612 36,820,593 0 225,386,514

52,235
配分金総額 29,500,232 125,463,417 28,185,080 0 183,148,729

墓地除草清掃 資源物分別 障子・襖張り

就業延人員 11,158 31,263 9,814 0

具体的職種

公園緑地管理 企業屋内清掃 庭木剪定

大工・塗装作業
家事手伝い
介護補助
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円
円

○ 有 23 年作成） 無

人

人

人
生きがい事業団（昭和62年 4月 1日）
　　　法　人　　 　（平成 7年 4月 1日） 植木班 1 班

11 種 草刈班 1 班
16 班 管理班 3 班

駐輪場整理班 3 班
15 名 2 名 計 17 名 他 8 班

有 ○ 無 班

23 正副班長会
4 名 安全就業推進委員会

交流会実行委員会
広報委員会

23 年度） （円）

①
②

年間

（平成
名称

公益社団法人
寒川町シルバー人材センター

会費
個人

高座郡寒川町小動982番地2 全　　　体 60歳以上
寒川町ふれあいセンター内

2,000 （入会時期により異なる）

賛助 年間 3,000
中長期計画

24,159 人 6,770 人

所　在　地
〒253-0102

会
員
の
状
況
等

項目 会員の状況
市町村人口状況

電話番号 0467-74-7622 78.6%
FAX番号 0467-73-0033

女性
73

男性
268

23,259 人 7,358 人
メールアドレス samukawa@sjc.ne.jp 21.4%
ホームページ http://www.k-sjc.com/samukawa/

合計
341

47,418 人 14,128 人
設立年月日

100%

職群班

 派遣事業所届出受理日 平成20年10月14日

市町村関係主管課 寒川町　健康福祉部 高齢介護課

役
員
構
成

理事 監事

氏
名

理 事 長 大川壽一
（
平
成

副理事長 伊藤正三

常務理事 菊川雅男 地域班

職
員
構
成

事務局長氏名 山仲 了

会員
参加
各種

委員会
会議

常    勤
事務局 年

度

）

非常勤

合　　　　　計 5名(事務局長含む）

収　入　の　状　況 （平成
受託事業収入 117,336,206
独自事業収入 0 粗入会率 （会員数÷60歳以上人口） 2.41%

15,868 高齢化率 29.79%③
④ 23 年度）
⑤ 　団体傷害保険　契約保険会社
⑥ 　保険料 円 人
⑦ 　賠償責任保険　契約保険会社
⑧ 　保険料 円
⑨ 有 ○ 無
⑩
⑪ 円
⑫ 23 年度）
⑬

○
23 年度）

労働者派遣事業等受託収入 15,868 高齢化率 （60歳以上人口÷母体市区町村人口） 29.79%
指定管理受託収入 10,084,507 シルバー保険加入状況 （平成
会費収入 687,500 日新火災海上保険
基本財産運用収入 0 961,450 契約会員数 360
受取利息 3,341 日新火災海上保険

補助金収入
国　庫 7,100,000 121,720
市町村 21,783,000 互助会組織

借入金 0
（名称：　　　　　　　　）

加　　入 強制 任意
雑収入（その他） 665,837 会　　費 年間

企画提案事業の実施状況 （平成

有
事業
名称

合　　 　　計 157,676,259

事務費の割合
契約金額

に対し8％ ○ 無
配分金額

活　動　状　況 （平成
項　　　目 公　　　共 民間企業 家庭・個人 独自事業 計
受注件数 26 212 1,029 0 1,267
契約金額 71,971,298 28,891,477 26,557,938 0 127,420,713

配分金総額 56,292,520 23,891,372 19,054,630 0 99,238,522
就業延人員 21,925 9,511 4,733 0 36,169

具体的職種

除草清掃 除草清掃 除草清掃
草刈清掃 草刈清掃 草刈清掃
低木剪定 低木剪定 低木剪定
ポスティング 屋内清掃 表具・表装
施設管理 内職作業
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円
円

○ 有 21 年作成） 無

人

人

人
生きがい事業団（昭和62年 7月 1日）
　　　法　人　　 　（平成19年 4月 1日） 植木班 2 班

4 種 除草班 1 班
7 班 河川清掃 3 班

公園管理 1 班
12 名 2 名 計 14 名

有 ○ 無 班

23 安全就業委員会
1 名 会報編集委員会
1 名

1 名
1 名

23 年度） （円）

①
②

名称
公益社団法人
愛川町シルバー人材センター

会費
個人 年間

愛川町角田251番地1 全　　　体 60歳以上
                愛川町役場庁舎分館内

1,500
賛助 年間 3,000

中長期計画 （平成

22,251 人 6,340 人

所　在　地
〒243－0392

会
員
の
状
況
等

項目 会員の状況
市町村人口状況

電話番号 046－284－5023 71.8%
FAX番号 046－284－5024

女性
71

男性
181

20,529 人 6,641 人
メールアドレス aikawa@sjc.ne.jp 28.2%
ホームページ http://sites.google.com/site/aikawasilver

合計
252

42,780 人 12,981 人
設立年月日

100%

職群班

 派遣事業所届出受理日 平成24年2月6日

市町村関係主管課 愛川町 民生部 健康長寿課

役
員
構
成

理事 監事

氏
名

理 事 長 佐藤　政利
（
平
成

副理事長

常務理事 諏訪部　俊明 地域班

職
員
構
成

事務局長氏名 諏訪部　俊明（常務理事兼務）

会員
参加
各種

委員会
会議

常    勤
総務・経理担当 年

度

）

就業・業務担当

非常勤
就業・業務担当
業務・庶務補助

合　　　　　計 5名(事務局長含む）

収　入　の　状　況 （平成
受託事業収入 143,726,245
独自事業収入 粗入会率 （会員数÷60歳以上人口） 1.94%

高齢化率 30.34%③
④ 23 年度）
⑤ 　団体傷害保険　契約保険会社
⑥ 　保険料 円 人
⑦ 　賠償責任保険　契約保険会社
⑧ 　保険料 円
⑨ 有 ○ 無
⑩
⑪ 円
⑫ 23 年度）
⑬

○
23 年度）

労働者派遣事業等受託収入 高齢化率 （60歳以上人口÷母体市区町村人口） 30.34%
指定管理受託収入 シルバー保険加入状況 （平成
会費収入 381,000 エース損害保険株式会社
基本財産運用収入 536,040 契約会員数 247
受取利息 エース損害保険株式会社

補助金収入
国　庫 7,000,000 246,090
市町村 7,000,000 互助会組織

借入金
（名称：　　　　　　　　）

加　　入 強制 任意
雑収入（その他） 22,252 会　　費 年間

企画提案事業の実施状況 （平成

有
事業
名称

合　　 　　計 158,129,497

事務費の割合
契約金額

に対し6％ ○ 無
配分金額

活　動　状　況 （平成
項　　　目 公　　　共 民間企業 家庭・個人 独自事業 計
受注件数 74 160 664 0 898
契約金額 32,741,543 95,015,305 15,969,397 0 143,726,245

26,442
配分金総額 26,130,685 88,513,136 11,764,867 0 126,408,688

筆耕宛名書き

就業延人員 4,749 18,756 2,937 0

具体的職種

植木剪定、草刈り 幼稚園バス運転 大工、植木剪定
観光案内、広報配布 植木剪定、草刈り 草刈、屋内軽作業
屋内外軽作業 屋内外軽作業
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事前質問等に対する回答

委員氏名 確認したい内容（希望する資料） 回　答

法人の直近の財務諸表をください 資料①(平成24年度財務諸表）

職員4人の年齢と年収

事務局長　58歳　8,157,993円

主任　　　  39歳　5,399,462円

主任　　　　37歳　6,068,716円

職員　　　　33歳　4,532,926円

（平成24年1月～12月）

理事名簿（他の組織の役職）と理事の報酬金

額

資料②（役員名簿）

資料③（役員の報酬及び費用に関する規定）

比較参考値：「他市町の状況　別紙のとおり」

とあるが別紙は？

追加送付した資料をご参照ください。〈事務局〉

比較参考値：県内の全市町村数は？補助金

無しは何処？

県内32拠点。

市町村補助金未交付団体は大磯町のみ。

他市町の補助金額 資料④（神奈川県内各拠点補助金交付額一覧）

人材の稼働率、実際労働人数

平成24年月次平均就業率　80.52%

平成24年度就業延人員　37,398人日

資料⑤（会員の就業実績状況：(3)会員の就業状

況）

会員一人当たりの年間平均収入額

364,672円（年間支払金額÷月次就業人員）

資料⑤（会員の就業実績状況：(1)事業実績）

時給はいくら？ 860円～1050円

法人収入のうち、町発注分の金額と割合

平成24年度

公共事業契約金額　62,830,433円（49.2％）

民間事業契約金額　64,809,663円（50.8％）

資料⑤（会員の就業実績状況：(1)事業実績）

国・県から補助金を得ている場合は、その金

額と補助率。

平成24年度国庫補助金額　7,100,000円

（会員数等による定額補助）

資料①（正味財産増減計算書：(1)経常収益）

国庫と町の補助金は得ているが、その対象事

業を教えていただきたい。（国と町と事業者の

割合を）

事業運営に係る国、町、事業者負担割合

全体の事業費からの割合　国４．９％　町１４．

７％　事業者　８０．４％

事業別内訳

公益目的事業(営業や現場の確認、発注者との

打ち合わせ等)　　国４．９％　町１１．６％　事業

者８３．５％

管理事業(事務事業)　　国０％　町３８．５％　事

業者６１．５％

事務局職員の給料と役員の報酬の金額を教

えていただきたい。

職員給料総額　28,652,913円

役員報酬額　　 　3,644,350円

ふれあいセンターの使用料はいくらか教えて

いただきたい。

無料。

（但し、利用は、高齢者の社会参加、地域の交流

等を行うことにより、高齢者の介護予防事業等

の推進を図る目的に限る。）

シルバー人材センター支援事業 《高齢介護課》

宮内

副委員長

石田

委員長



２４年度の職群ごとの受託事業収入の内訳と

２２年・２３年・２４年の会計報告書（支出内訳

を見たい）を提示願いたい。

資料⑤（会員の就業実績状況：(1)職種別の事業

実績）

資料⑥（平成22年度財務諸表）

資料⑦（平成23年度財務諸表）

資料①（平成24年度財務諸表）

個人と企業からの受注が増加してると思いま

すが、営業活動の方法は。

会員及び仕事の募集チラシを町内全戸配布（年

3回）及び町内企業まわり営業活動を行った。

吉田委員

会員に入会しないと仕事を頼めないのはなぜ

か。

仕事の申し込みは、高齢者に適した作業で、就

業場所が町内であれば、どなたでも申し込みで

きます。仕事を受ける方は、会員登録をしていた

だくことにより保険加入等の対応ができます。

生田委員



















































H25.8.2 実施の外部評価委員会によるヒアリングにおいて、 

後日回答としたものに係るまとめ 【高齢介護課】 

 

《シルバー人材支援センター支援事業》 

 ○センター常勤職員人数の経緯（4 人必要であることの理由） 

  →シルバー人材センター常勤職員の経緯としては、 

平成 7 年（設立時） 正職員 2 名 嘱託職員 3 名 

     平成 13 年      正職員 2 名 嘱託職員 2 名 臨時職員 2 名 

     平成 14 年      正職員 2 名 嘱託職員 2 名 臨時職員 2 名 

     平成 15 年      正職員 3 名        臨時職員 1 名 

     平成 16 年      正職員 3 名        臨時職員 1 名 

     平成 17 年～     正職員 4 名 

   なお、全国シルバー人材センター事業協会発行の「シルバー人材センター運営の手引き」による 

と、補助金上の人件費算出基準において、当シルバー人材センター（当時 D ランク）の事務局構 

成（職員数）は、最低限 5 名の人員配置が必要とされております。 

   また、当センターの職員構成は若年者等を採用し、長期勤続によるキャリア形成に重点をおいて 

います。 

【別紙１「センター常勤職員数の経緯」 

『シルバー人材センター運営の手引抜粋』及び『職務分担表』を参照】 

 

 ○①センターの支出のうち、H24 年度の委託費(920,602 円)の詳細内容 

  →平成 24 年度の委託費の詳細については、 

事業用 PC 保守料 41,952 円 

     事業用 PC ライセンス許諾料 132,900 円 

     複写機保守料 85,680 円 

     法人登記委託料 184,000 円 

     経理事務相談料 73,500 円 

     看板作製委託料 35,700 円 

     広告掲載料 89,250 円 

     プリンター保守料 102,900 円 

     会員及び仕事募集チラシ作製委託料 174,720 円  となります。 

   

  ②正味財産増減計算書(2)経常費用 委託費支出(事業費)\3,518,209 の詳細内容 

  →シルバー人材センター事業と指定管理事業の２つに分かれており、詳細については、 

   ・シルバー人材センター事業 1,198,660 円 

     事業用 PC 保守料 191,148 円 

     事業用 PC ライセンス許諾料 605,460 円 

     就業用倉庫エレベーター保守点検料 120,750 円 

     車検代行料 37,945 円 

     印刷機保守料 52,500 円 

     チラシ配布委託料 171,957 円 

 



   ・指定管理業務 2,319,549 円 

     パソコン教室用 PC 保守料 481,944 円 

     警備業務委託料 630,000 円 

     昇降機設備保守料 554,400 円 

     カラオケ保守料 126,000 円 

     電気設備点検委託料 143,640 円 

     消防設備機器点検委託料 97,965 円 

     自動ドア定期保守料 84,000 円 

     清掃業務委託料 201,600 円    となります。 

【別紙２「総勘定元帳」を参照】※省略 

 

○県内各センターへの国庫補助金の支給根拠（本当に会員数による定額補助なのか？） 

→平成 25 年 5 月 16 日付け職発 0516 第 36 号厚生労働省職業安定局長から示された「平成 25 年度 

シルバー人材センター事業の執行方針について」が国庫補助金の支給根拠となります。 

【別紙３「平成 25 年度シルバー人材センター事業の執行方針について」を参照】 

 

○センター職員の給料が町役場職員と同等であることの理由（経緯がわかる範囲で回答お願いします） 

→法人設立時より、担当課を通じ町執行部と調整し、了承を得たうえで、当社職員給与規定を策定、

施行しています。 
























